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　　　　那須　裕（健康・保健学講座教授）

　　　　田中建彦（外国語講座教授）

　　　　Anita L. Fisher（症状看護学講座教授）

　　　　内田雅代（小児看護学講座教授）

雨宮多喜子（看護管理学講座教授）

　　　　江藤裕之（外国語講座助教授）

　　　　野坂俊弥（体育学講座助教授）

　　　　唐澤由美子（基礎看護学講座助教授）

　　　　小林美子（精神看護学講座助教授）

　　　　前田樹海（生活援助学講座専任講師）

　　　　中嶋尚子（生活援助学講座助手）

　　　　畔_ 良江（生活援助学講座助手）

　　　　山田　隆（事務局次長）

以下の皆様には本会議準備・実行にあたり多大なるご協力をいただきました。心より感謝

申し上げます。

奥野茂代（老年看護学講座教授）、田代麻里江（国際看護学講座専任講師）、永井伸夫

（看護形態機能学講座助手）、八尋道子（基礎看護学講座助手）、中村惠（基礎看護学

講座助手）、武田貴美子（成人看護学講座助手）、花村由紀（成人看護学講座助手）、

吉田聡子（老年看護学講座助手）、岩崎みすず（精神看護学講座助手）、赤沢雪路（精

神看護学講座助手）、松崎緑（精神看護学講座助手）、三澤史（小児看護学講座助手）、

御子柴裕子（地域看護学講座助手）、酒井久美子（地域看護学講座助手）、和光由紀（地

域看護学講座助手）、岩崎朗子（看護教育・管理学講座助手）。

　大学院生にも多くの協力を得ましたが、特に児玉真木さん（修士１年）には感謝申し上

げます。
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